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 〈作品〉 文身 
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 佐藤 時啓 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 伊藤 俊治 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 鈴木 理策 
























































































































































    
 
における文字の存在を中軸に据えた表現として「文身」プロジェクトを始めた。また同時に文身、つまり人
の肌に墨を入れる行為への社会的な見方、とらえられ方に偏見を感じ、それを基点とした人間の認識や価値
観といった普遍性への論理立てた問いかけである、と言えるだろう。 
博士論文においては、「文身された聖のかたち」として、文字学、文様学、図像学を横断するトランスイコ
ノグラフィーと自ら呼ぶ方法で歴史的文献資料を丹念に読み込み、そしてダイナミックに論を展開している。
文身行為には「聖性」「穢性」の二儀があることの価値観、意味性について修士論文では考察した。博士論文
では、古代中国での文字の発生とその意味の変遷に着目する。 
古代文字学者の白川静は文身の解釈として聖化の文身と穢化の文身とに別けて「文」という文字は、胸に
文身を加えた人の正面の形であることをふまえてさらに甲骨文における文の正面にある「心」の字形は心臓
であると解釈した。それに対して､桐生は、古代の文字、文様を丁寧に調査し、石器時代より伝統をもった聖
符の形で鳥神徽を象徴する「羽紋」や「龍」を象徴させたものであると新解釈する。時代が下り中華思想に
おける華夷秩序によって異民族や東夷の蛮族の習俗であると、文身の「穢性」が強調されていくようになる。
そのことから結論として、普遍的な美の概念、価値観は時代の解釈によって変遷してきているに過ぎず、人
の解釈のかりそめさを説き明かす。 
作品「文身」においては、聖性を前提とし「祈り・誓い・願い」よって、コンタクトしてきたクライアン
トとのコミュニケーションを重ね、時にはカウンセリングのようなやり取りをしつつ無償で文身文字を提供
し、彫り師によって文字が身体に刻み込まれる過程や姿をドキュメントする権利を得て自身の写真作品とす
る。 
写真作品は文字を中心とした人のポートレートであるが、顔は意図的に切られる場合が多い。大型カメラ
を使ったスタジオ撮影によって精緻に写された写真作品は、書芸術、文字学、図像学の確かな裏打ちを得て
強固なコンセプトを得る。博士号取得にあたっての論文、作品ともに申し分なく高い評価を得た。 
